
県
議
会
の
各
委
員
会
は
、
年
に
２

回
、
行
政
視
察
を
行
い
ま
す
。

私
は
、
今
年
度
は
産
業
経
済
委
員

会
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

産
業
経
済
委
員
会
で
は
、
８
月
21
～

22
日
県
内
行
政
視
察
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
そ
の
報
告
で
す
。

ト
マ
ト
と
レ
タ
ス
の
生
産
「
工
場
」

最
初
に
訪
問
し
た
の
は
、
新
潟
市

西
蒲
区
の
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
フ
ァ
ー
ミ

ン
グ
株
式
会
社
で
す
。
と
に
か
く
規

模
が
で
か
い
。
農
場
で
は
な
く
「
工

場
」
で
す
（
左
の
写
真
）
。

こ
の
会
社
は
、
従
前
は
野
菜
苗
の

生
産
販
売
を
し
て

い
ま
し
た
。

し
か
し
、

将

来

的

な
伸

び
が
見
込
め
な
い
中
、
ミ
ニ
ト
マ
ト

に
着
目
し
、
オ
ラ
ン
ダ
の
環
境
整
備

型
栽
培
ハ
ウ
ス
を
導
入
。
雪
が
降
る

新
潟
で
通
年
栽
培
を
実
現
し
ま
し
た
。

市
場
に
出
回
り
に
く
い
夏
に
も
安
定

し
た
出
荷
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

２
㏊
の
温
室
ハ
ウ
ス
で
年
間
約
４
千

ト
ン
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
リ
ー
フ
レ
タ
ス
の
栽
培

を
種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
を
す
べ
て

自
動
化
し
た
工
場
を
建
設
中
で
す
。

総
事
業
費
は
約
30
億
円
。
本
格
稼
働

後
は
露
地
栽
培
を
大
幅
に
上
回
る
一

日
当
た
り
２
万
３
千
株
を
出
荷
す
る

見
込
み
で
す
。

通
年
農
業
の
多
角
化
経
営

南
魚
沼
市
の
有
限
会
社
小
澤
農

場
（
右
下
の
写
真
）
は
、
八
海
山
系

の
麓
に
位
置
し
、
寒
暖
差
の
あ
る
気

候
、
豊
富
な
水
資
源
を
生
か
し
、
水

稲
（
25
㏊
）
、
す
い
か
（
6
㏊
）
、

し
い
た
け
（
21
万
菌
床
）
を
栽
培
し
、

令
和
３
年
度
の
売
上
額
が
２
億
６
千

万
円
に
達
し
、
各
部
門
そ
れ
ぞ
れ
が

産
地
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
栽
培
面
積
・

生
産
量
と
な
り
、
地
域
農
業
の
リ
ー

ダ
ー
的
な
経
営
体
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
「
八
色
し
い
た
け
」
の
販
売

額
は
、
産
地
全
体
の
14
％
を
占
め
、

品
評
会
で
も
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
て

い
ま
す
。

魚
沼
と
い
え
ば
「
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ

リ
」
で
す
が
、
稲
作
に
偏
ら
ず
に
複

合
経
営
を
実
現
さ
せ
、
農
業
の
通
年

化
、
多
角
化
経
営
を
実
現
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
凄
い
で
す
。
。

●
視
察
を
終
え
て

両
社
に
共
通
す
る
の
は
、
緻
密
な

市
場
調
査
を
し
て
、
ハ
ウ
ス
栽
培
で

環
境
を
制
御
す
る
、
儲
か
る
と
思
っ

た
ら
大
胆
な
設
備
投
資
を
す
る
、
と

い
う
研
究
熱
心
な
姿
勢
と
前
向
き
な

起
業
家
精
神
で
す
。

エ
ン
ン
カ
レ
ッ
ジ
フ
ァ
ー
ミ
ン
グ

の
社
長
は
、
世
界
最
高
の
技
術
を
導

入
す
る
た
め
に
自
ら
オ
ラ
ン
ダ
に
行
っ

て
学
ん
だ
そ
う
で
す
。

小
澤
農
場
の
し
い
た
け
栽
培
の
責

任
者
の
加
藤
洋
平
さ
ん
（
写
真
右
）

は
、
「
自
分
た
ち
の
姿
を
み
て
カ
ッ

コ
い
い
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
た

い
」
と
希
望
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

現
代
農
業
の
奥
深
さ
を
実
感
し
、
学

ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
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〜 産業経済委員会 県内行政視察 〜

これからの農業

栽培ハウスにはたくさんの袋詰めの菌床が並んでいました。

環境制御型栽培ハウス。でかいハウスで、外国人も雇用され、収穫ロボットも作動していました。

って

どうなるの⁈



８
月
10
日
の
午
前
は
、
妙
高
市
西

野
谷
の
万
内
川
に
行
き
ま
し
た
。
こ

こ
に
あ
る
十
数
基
の
砂
防
堰
堤
は
大

正
期
に
起
き
た
土
石
流
災
害
を
機
に

作
ら
れ
た
も
の
で
登
録
有
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
潟
県
の

砂
防
事
業
発
祥
の
地
で
も
あ
り
ま
す
。

当
日
は
、
県
の
職

員
さ
ん
や
地
元
の
方

が
暑
い
中
、
砂
防
堰

堤
の
歴
史
を
紹
介
し

て
い
ま
し
た
。

こ
こ
は
、
水
量
が

豊
富
で
い
つ
で
も
水

遊
び
が
楽
し
め
ま
す
。

８
月
10
日
の
夜
は
、
清
里
区
坊
太

郎
祭
り
の
花
火
大
会
。
地
元
の
人
た

ち
が
主
催
し
、

地
元
の
人
た

ち
が
楽
し
む

花
火
大
会
。

祭
り
会
場
の

あ
る
高
台
か
ら
点
火
す
る
と
こ
ろ
を

見
下
ろ
せ
ま
す
。
花
火
が
す
ぐ
近
く

な
の
で
臨
場
感
た
っ
ぷ
り
。
地
元
愛

あ
ふ
れ
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
ス
テ
キ
で

し
た
。

８
月
18
日
は

地
元
高
士
地
区

の
お
祭
り
。
雄

志
中
生
徒
に
よ

る
太
鼓
や
吹
奏

楽
、
婦
人
会
の

皆
さ
ん
の
盆
踊

り
。
と
て
も
に

ぎ
や
か
で
し
た
。

８
月
18
日
、
清
里
区
菅
原
神
社
の

例
大
祭
。
写
真
は
、
タ
イ
釣
り
舞
い

の
神
楽
で
す
。

神
人
が
釣

り
糸
を
投
げ

て

、

客

に

「
お
供
え
」

を
要
求
し
て

い
る
様
子
。

客
が
出
し
た

お
供
え
の
金

額
が
足
ら
な

い
と
、
釣
竿
を
叩
き
つ
け
て
叱
り
つ

け
た
り
、
お
供
え
を
返
し
て
も
っ
と

も
っ
と
要
求
し
て
き
ま
し
た
。
客
と

神
人
と
の
や
り
と
り
が
お
も
し
ろ
く
、

み
ん
な
で
笑
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

８
月
17
日
、
当
事
務
所
で
ミ
ニ
県

政
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

は
報
告
会
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い

方
を
中
心
に
お
声
掛
け
し
ま
し
た
。

当
日
は
12
名
の
方
か
ら
ご
参
加
い
た

だ
き
、
初
め
て
の
参
加
者
が
7
名
、

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

ま
ず
は
私
の
県
議
会
で
の
質
疑
の

録
画
（
県
議
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

視
聴
で
き
ま
す
）
を
見
て
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
の
後
参
加
者
の
方
々
に
自

己
紹
介
を
し
て
も
ら
い
、
意
見
交
換
。

今
回
は
元
教
員
の
方
の
参
加
が
多
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
教
員
が
足
り
な
い

教
育
現
場
の
現
状
に
対
す
る
質
問
や

意
見
が
活
発
に
出
さ
れ
ま
し
た
。
引

き
続
き
各
地
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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議員の視察研修は、「旅

行」「税金のムダ使い」とい

う批判もあります。私も議

員になる前は、漠然とそん

な気持ちを持っていました。

しかし、実際は議会事務局が先進的な取組

をしているところを視察先に選び、スケジュー

ルは、食事以外の時間はすべて視察と移動で

埋まっています。

ただし、それを公費で賄う必要があるのか、

行きたいのであれば自腹で行くべきではない

かという疑問や批判はわかります。

議員に係る経費は、手盛りになる可能性が絶

えずあります。議会が絶えず住民に情報公開

をして、本当に必要な経費なのかどうかを住民

に判断してもらう努力は必要だと思っています。

私は、視察研修の機会があれば積極的に参

加しています。行けば勉強になり、視野が広が

ります。また、無所属の私には、視察や懇親会

を通しての他の会派の議員との交流はすごく

大事で、私という議員を知ってもらいたいと思

い、いろいろお話をさせてもらっ

ています。 また、他会派の議員

の考えも学ぶこともできます。

コーシー

Break

万
内
川
砂
防
公
園
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

お盆やお盆明けに、市内のお祭りに参加

しました。子供の頃から見ている夏の景色

やお気に入りの場所で過ごす涼やかなひと

時は、落ち着きますね。リフレッシュでき

ました！

初
参
加
多
数

ミ
ニ
県
政
報
告
会

サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
清
里
区
坊
太
郎
祭
り

ふ
る
さ
と
高
士
ま
つ
り

菅
原
神
社
例
大
祭


